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可能であった。 HRTEM観察の結果、 L10構造に特徴的な 11101 面が粒子表面に露出していることを明瞭に
確認することができ、各面角などの情報から粒子表面は 11101 面と 10011 面で覆われていることが分かっ











が強く示唆された D 任意の Pt原子層数を形成させるために必要となる理論量の Pt前駆体を反応に使用する
ことで、 Ptシェルの原子層を 0.5-3.t¥位sの関で厳密に制御することも可能であった。 Pd@Ptナノ粒子の CO
吸着特性を CO吸着取測定により評価したところ、 Ptシェル層が0.5加且のナノ粒子では、 Pt原子による表









表面が 11101 面およびゆ01! 面で覆われていることを明らかにした。さらに、単分散OAm保護Pdナノ
粒子を成長核して用いたヘテロエピタキシャル成長法による Pd@Ptナノ粒子の合成に成功し、 Ptシェル
の原子層を 0.5-3MLSの関で厳密に制御することができた。以上のナノ粒子合成法の開発は、高効率水素エ
ネルギーシステムの開発に大きな役割を果たしたものと考えられる。これらの研究成果は大きな学術的貢献
であり、物理化学分野の新しい可能性を切り開いた極めて儲値の高い論文である。
平成23年5月18日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって、合格と
判定された。
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上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。
29 
